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（－）　大気汚染測定結果報告蓉（昭和51年度）
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テレメーター主

昭和51年度の大気汚染瑞時監視テ一夕をとりまとめて

報告した。第Ⅰ部ては県24局（測定車を除く）、市22局、

計46局の測定テータを主として環境基準と対比して評価

した。SO2は改善の傾向はあるものの県南地域て不適合

辛が高〈、長期的評価て88．9％、短期的評価で47．5％の

達成率てあった。NO2は長期的、短期的。平価ともにすへ

ての局で不適合てあり、中間目才雲を達成したのは3局の

みてあった。オキシダントは51年度の全回ワースト10局

のうち6局をrLlめており、依然として全県的に濃度レベ

ルか高い。第ⅠⅠ部は測定テ一夕を統計、解析した資料篇

（図、表）て構成されている。

（ニ）　オキシダント日長高濃度、その出現時刻の分布につ

いて（海岸線からの距離）

DIStrlbtion of Oxidants Day・Maxlmum－Concentra

tion and Peak－Tlmeln Kantou Helya

五井邦宏　湯沢修二

光化学スモソク共同調査報告書（昭和51年度；一都

三県公害防止協議会）

概要

昭和49・50年に一都六県で光化学スモック注意報が発

令された巳（60・72日）を対象に、各県の代表局（46地

蕉）を選定して、統計処理を行ない、オキシダント日最

高濃度およひ、その出現時刻の平均的分布等をもとに、移

流等について検討した。

この結果、高濃度日の目最高濃度は海岸線から20h以

内、70km以上の位置で低くなっている傾向か認められた。

またその出現時刻は海岸線からの距離に比例して遅く

なり、沿岸部ては12時手頃、内陸70血1では14時半頃にな

っている。従って高濃度日の日東高値、出現時刻た大規

模海風の勘定封二左右されており、その侵入時刻、速度、

方向について予測することが必要であろう。
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（三）　上層風・気温分布と光化学スモック

Effect ofUpperWind and Temperature onPhotoch－

emicalSmog

五井邦宏　茂木正一　湯沢修二　小林良夫　梅沢展夫

第18回大気汚染研究全国協議会大会発表（1977）；講

演要旨集

概要

光化学オキシダント予測の気象要因として、上層の風

、左く温の鉛直分布か重要であること知られているか、そ

の定量化は十分てはない。ここでは温位の鉛直分布積算

値を風速で除いた指数を、昭和50，51年の館野のデータ

から求め、高波度目の一都三県エリアの日最高値、およ

ひ一高濃度エリアとの対応について検討した。

その結果、両者ともかなり良い相関か認められたので、

地域性また対象層高度について選定Lて用いることによ

り精度か上かると考えられる。

（四）　河川の生物学的調査

BlOloglCalSurveys of Streams

河川水質手斗　工場排水科

河川の生物調査報告書（荒川水系における生物相と水

質についてⅠⅠ、公害センター■埼玉大学教育学部生物字

数室）

故要

昭和48年に、荒川水系につGlて、底生生物、浮遊生物

等の調査、並びに水質調査を行ったが、満3年を経過し

た51年に、再ひ同水系について調査を行った。水質の化

学分析値と、底生生物の櫨数、浮遊生物の種数との相聞

関係を調べたか、水質測定値の範囲か比較的狭い本水系

は、全般的にみて水質と生物種数との間にあまり関連か

あるとはいえなかった。



（五）　しらさぎにおける有機塩素系鼻薬とPCBの含有量

Concentration ofOrganochlorineInsectcides and

PCBlnPlumedEgret

大畠淳彦　須貝敏英　谷口通郎

粕谷敏明　植野　裕　石山栄一

（浦和市三重のサキ繁殖地における諮鳥実態調査報告書

昭和52年度・自射呆護課）

概要

昭和47年以降毎年6、7月頃、清和市三重のシラサキ

の集団営巣地において、サキ頬の多数の嵐島、へい死か起

きている。県環境部はこの原因究明のため毎年調査を行

っているか、52年度も引続きPCB等の体内蓄積量の調

査を分担Lた。肝臓中のPCBをみると、最高1．92pp皿

から最低035ppⅡ1であった。これは減少の方向に向い

つつある事を示しているか、自然環境におけるそれらの

残留の末たに根強いことを示している。
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